
 

 

 

 

 

 

【ご家族から、通院中の兄弟姉妹に関するご相談をいただきました】 
 

 
 

 

統合失調症と診断されて 10年が経ちます。ここ１年くらい、家族に対しての被害妄想が強まっています。家族としても否定するばかりでは良くないと思い、褒めたり、アドバイスをしたりなどいろい

ろやってはいるけれど、あまり良い変化はなく、同じことを何度も聞いたり言ったりしています。同居の家族も介護が必要な状態で、それぞれが大変です。対面での家族が相談できる場や機会はないでし

ょうか。 【 相談者：兄弟姉妹(40代) 】 

 

投稿ありがとうございます。ご家族への被害妄想が強まっている中でも、否定ばかりせずに褒めたり、アドバイスされたりなど、様々な工夫をされているのですね。とても素晴らしいことだと思います。 

一方で、10年という治療過程では、ご本人様はもちろん、ご家族にも様々な苦労や葛藤があったのだと察します。同居のご家族には介護が必要な方もいらっしゃるということで、そのような状況の中で、

それでもなんとかやっていこうとご家族の皆様が支え合いながら今日まで過ごされてきたのだろうと思います。 

当院では、そのような思いを抱えておられるご家族の皆様を、我々と同じ支援チームの一員として支えたいと考えています。その方法として、受診時に主治医に相談いただく他、外来の看護師や相談員

（精神保健福祉士）にて相談対応させていただくことが可能です。相談内容に合わせた対処法の提案の他、適切な相談窓口や社会資源（サービス）をご紹介させていただくこともございます。ご希望され

る場合には、病院に電話もしくは当院スタッフにお声かけください。また、新型コロナウイルス感染症予防を理由に休止となっていた当院主催の「家族教室」ですが、令和 4年 7 月～再開する運びとなり

ました。疾患について正しい知識や適切な対処法を学ぶことができる上に、専門スタッフや参加している他のご家族のご意見を伺うことができる機会ですので、是非ともご参加ください。なお、家族教室

については事前申込制となっておりますので、当院ホームページから申込みいただくか、あるいは当院スタッフに参加希望とお声かけください。是非ともお待ちしております！ 

 

 

 

 

 

 

おります。  

ぜひ、皆様の「生の声」をお聞かせください ！  

右記のQRコードかURL、または、あさかホスピタルのホー

ムページ「ご家族の皆様へ」から、ご家族のQ&A窓口専用

の投稿フォームに移動できます。  

発行元：あさかホスピタル 家族支援委員会 

発行日：令和 4年 6月 21日  問い合わせ先：024-945-1701（病院代表） 

＊ご家族のQ&A窓口＊ 

当院では、家族からの質問やお悩み、ご感想、 他

家族へのアドバイスなどを募集しております。  

ぜひ、皆様の「生の声」をお聞かせください ！  

右記のQRコードかURL、または、あさかホスピタ

ルのホームページ「ご家族の皆様へ」から、ご

家族のQ&A窓口専用の投稿フォームに移動でき

ます。  

※内容によってはご返信できないものもありま

すのでご了承ください。 

＊お読みいただいているご家族へ＊ 

当院では、家族教室や家族会などご家族同士が交流し語らう場を設けておりました

が、新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、現在はどちらも休止中です。そのため、ご

家族の不安や悩みを少しでも軽く出来ればと考え、「ご家族の Q&A窓口」の返信用とし

て「ご家族向けかわら版」を創刊しました。ご家族の Q&A窓口では疑問やお悩みだけで

なく、ご家族の気持ちを吐露する場としてもご活用頂ければと思いますので、是非ご投

稿ください！お待ちしております！ 

 

https://asakahospital

workshop.com/subsc

ribe/31 

＊かわら版のバックナンバー＊ 

これまでに発行致しましたかわら版は、院内掲示の他、あさかホスピタルのホームペー

ジ「ご家族の皆様へ」からもご覧いただけます。下記ＱＲコードを読み取って頂くと「ご

家族の皆様へ」のページに移動しますので、そこからご覧いただくことも可能です。同じ

悩みを抱えている投稿があるかもしれません。ぜひご一読ください。 

https://asaka.or.jp/hospital/family/ 

 

 


